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論文の内容の要旨

(自的)

交感神経の活動は支配臓器ごとによって異なる(交感神経地域性反応)ことが知られている。視床下部背

内側部 (0悶-I)の電気科激は、内臓や心臓の交感神経活動を増加させ、筋の交感神経活動を抑制するとい

う防御反応を引き起こすことが知られてし aる。交感神経地域性反応、は吻側延髄腹外側部 (R¥rlJ¥1)の交感神

経プレモータ・ニューロンが機能的に分化していることに由来するという仮説をたて、これを証明するため

DrvlH刺激による RVLMのプレモータ・ニューロンの応答を他の循環パラメータの変化と同時記録し、解析

した。

(対象と方法)

urethaneで麻酔し、迷走神経を切断し、 gallaminetriethiodideにより非動化したれ匹のウサギを用いたo

RVLMニューロンは動脈圧受容器線維からなる大動脈神経の電気刺激に対し抑制性応答を示すこと、脊髄背

外側索の電気刺激により逆行性活動電位が誘発さることで、脊髄への投射が確認されることで同定した。電気

刺激により、内臓血管収縮、筋血管拡張、昇圧、頻脈という防御反応を引き起こす部位を D問f内で検索し、

RVLMニューロンの活動、腎臓交感神経活動、腎臓血流、筋血流、血圧と心拍数を同時記録した。

(結果)

D悶 fに 10秒の連続刺激(刺激強度 200μA、パルス幅 0.5ms、刺激頻度 100段、以)パルス)を与えたと

きの応答から RVLMニューロンを 3グループに分類した。 20伺の興奮性応答を示す Type1ニューロン、 17

僧の抑制性応答を示す TypeII ニューロン、 2~屈の無反花、であった Type IIIニューロンである o OMHの短時

間刺激(刺激強度 200ドA、パルス幅 0.5ms、車Ij激頻度 100Hz、10パルスあるいは 5パルス)の応答パターン

から、 TypeIlニューロンはさらに初期に興奮その後抑制反応、抑制反応のみを示すという 2つのタイプに

分けられた。 初期に興奮性応答を示すニューロンは刺激時間が長いと抑制性応答が優位になった。記録さ

れたニューロンはすべて RVLM内に散在し、応答の違いによる部位差はみとめられなかった。
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(考察)

D悶fのi司-刺激が異なるプレモータ・ニューロンに異なる反応を引き起こすことは RVLMニューロンが

均一な集団ではないことを意味している。 D悶 f刺激が頻脈、腎臓交感神経活動増加、内臓i血管収縮を引き

起こすことから、 Type1ニューロンは内臓と心臓交感神経のプレモータ・ニューロン、向じ刺激が筋血管拡

張を引き起こすことから TypeII ニューロンは筋交感神経のプレモータ・ニューロンと考えられた。 TypeII 

ニューロンの中には初期に興奮性応答を示すものがあったが、刺激が続くと抑制j性反応が優位になったこと

から、抑制性入力が主であると考えられた。

(結論)

単一ニューロンレベルで、 RVLMの交感神経プレモータ・ニューロンの機能が分化していることを示した O

RVLIv1の交感神経プレモータ・ニューロンの機能分化が交感神経地域性反応の基盤であることを証明したc

審査の結果の要旨

本研究はウサギを用いて交感神経系の機能分化について実験的に研究を行い、単一ニューロンレベルで、

吻側延髄腹外側部の交感神経プレモータ・ニューロンの機能が一方では興奮性に、他方では抑制性に分化し

ていることを示した。このような結果を示したことは今後の医学研究にとって有意義かつ貴重な成果である。

予備審査委員会において発表内容について費疑応答がなされ、すべての質問やコメントに対して、適切な対

応がなされた。

よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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